
 

 

数学科学習指導案 

                            授業者 金本 旭史 

１ 日   時  平成２８年１月２１日（木） １３：１０～１４：００ 

２ 学年・学級  第８学年２組 男子１３名 女子１５名 計２８名 

３ 場   所  ８年２組教室 

４ 単 元 名  図形の調べ方 

５ 単元について 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元観 

本単元の目標として，中学校学習指導要

領数学編では「観察，操作や実験などの活

動を通して，基本的な平面図形の性質を見

いだし，平行線の性質を基にしてそれらを

確かめることができるようにする。」と示さ

れている。  

第１学年では，図形の作図や移動を取り

扱っている。また，空間における直線や平

面の位置関係を知り，空間図形を直線や平

面図形の運動によって構成されているもの

ととらえたり，平面上に表現したり読み取

ったりしている。 

第２学年では，三角形や四角形などの多

角形の角の大きさについての性質を，論理

的に筋道を立てた推論を行って調べること

ができるようにする。その際，図形をよく

観察したり，作図したりする操作や実験な

どの活動を通して，その推論の過程を自分

の言葉で，他者に伝わるように分かりやす

く表現できるようにすることがねらいであ

る。 

児童・生徒観 

（１）学力の定着状況について 

平成２７年度基礎・基本定着状況調査に

おいて，図形領域における作図の根拠を問

う問題で，通過率 50.6％（県 66.8％），数

学的な表現を用いた説明問題で通過率

54.2％（県 62.4％）と県通過率を大きく下

回っていた。 

この結果より，多くの生徒が，「既知のこ

とに帰着して考える」という数学的な見方

や考え方が身に付いておらず，根拠を明ら

かにし，それを基にして筋道を立てて説明

することに課題があると考えられる。 

（２）説明力の取組との関連 

生徒たちは，ロボットチャートやクラゲ

チャートなどの説明ツ－ルを様々な授業で

使用している。これらを使用することによ

って，自分の考えを整理し，思考の流れを

確認することができる。 

また，説明する際には，それを基にして

筋道を立てて説明することができる生徒が

増えてきている。 

指導観 

(１) 指導方法の工夫 

観察や操作の場面では，ICT 機器を利用する。タブレット上で自分の考えや情報を書き
込んだ図形を，電子黒板上で指し示しながら，相手意識をもって説明させたい。 

(２) 説明力の取組との関連 

本単元では，説明力を育成するために，説明ツールを利用する。説明ツールで自分の考
えや情報を整理し，根拠（既知のこと）を基にして筋道を立てて説明させたい。 



 

 

 

６ 単元の構想 

 本単元の目標 

〔数学への関心・意欲・態度〕 

対頂角の性質，平行線の角の関係について調べることができる。 

〔数学的な見方や考え方〕 

三角形の内角の和について調べ，それをもとにして多角形の角について調べることが

できる。 

〔数学的な技能〕 

合同な図形の性質，三角形の合同条件などを明らかにすることができる。 

〔数量や図形などについての知識・理解〕 

「証明」することの意義としくみについて理解することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本単元で活用する既習事項・小中の連携  

●ものの形，長方形，正方形，直角，直角三角形（小２学年）  

●二等辺三角形，正三角形，角，円（小３学年） 

●直線の垂直や平行，平行四辺形，ひし形，台形（小４学年） 

●多角形や正多角形，合同な図形，三角形・四角形の角の和，円周率（小５学年） 

●縮図，拡大図，対称な図形（小６学年） 

●平面図形（中１学年）   ・直線と角 

・図形の移動 

・基本の作図 

・円とおうぎ形の性質 

●空間図形（中１学年） 

◎図形の調べ方（中２学年） ・角と平行線 

・多角形の角 

・合同な図形の性質 

・証明とそのしくみ 

・合同条件を使った証明の進め方 

●図形の性質と証明（中２学年） 

●図形と相似（中３学年）  ・相似な図形 

・三角形の相似条件と証明 

              ・平行線と線分の比 

              ・中点連結定理 

              ・相似な図形の面積比・体積比 

              ・相似の利用 

●円の性質（中３学年）   ・円周角の定理 

              ・円の性質の利用 



 

 

 

 

単元の評価規準 

数学への関心・ 

意欲・態度 

数学的な 

見方や考え方 
数学的な技能 

数量や図形などにつ

いての知識・理解 

・様々な事象を平行

線の性質，三角形の

角についての性質，

三角形の合同条件な

どでとらえたり，平

面図形の基本的な性

質や関係を見いだし

たりするなど，数学

的に考え表現するこ

とに関心をもち，意

欲的に数学を問題の

解決に活用して考え

たり判断したりしよ

うとしている。 

・平行線の性質，三

角形の角についての

性質，三角形の合同

条件などについての

基礎的・基本的な知

識及び技能を活用し

ながら，事象を数学

的な推論の方法を用

いて論理的に考察し

表現したり，その過

程を振り返って考え

を深めたりするな

ど，数学的な見方や

考え方を身に付けて

いる。 

・平行線の性質，三

角形の角についての

性質，三角形の合同

条件などを，数学の

用語や記号を用いて

簡潔に表現するな

ど，技能を身に付け

ている。 

・平行線の性質，三角

形の角についての性

質，三角形の合同条

件，図形の証明の必要

性と意味及びその方

法などを理解し，知識

を身に付けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導と評価の計画 

節 次 学習内容 

評 価 

関 考 技 知 
評価規準 

（評価方法） 

説明力・自己有

用感の評価（評

価方法） 

 

 

 

１ 

１ 角と平行線 

・対頂角の性質 

・平行線と同位角の関係 

 

 

 

  ◎ （知）対頂角の性質，

平行線と角の関係に

ついて理解し，知識を

 

本単元において育成しようとする説明力・自己有用感とのかかわり 

本単元で説明ツールをもとに「交流」場面でお互いに考えを伝え合う活動を取り入れる

ことは説明力の育成につながる。また，「交流」場面で，友達とかかわりお互いの考えを伝

え合い認め合う活動は自己有用感の育成につながる。 



 

 

 

 

１ 

平

行

と

合

同 

・平行線と錯角の関係  

 

 

○ 

身に付けている。 

（ワークシート，行動 

観察） 

（関）平行線の性質を

数学的に考え表現す

ることに関心をもっ

ている。 

（ワークシート，行動

観察） 

２ 

２ 多角形の角 

・三角形の内角の和 

・三角形の内角と外角の

関係 

・角の分類と角による三

角形の分類 

・多角形の内角の和 

・多角形の外角の和 

 ◎  

 

 

 

 

○ 

 （考）三角形の内角の

和について調べ，それ

をもとにして多角形

の角について調べて

いる。 

（技）三角形の内角の

和をもとにして多角

形の内角の和や外角

の和を求めている。 

（ワークシート，行動

観察） 

(説明力・自己

有用感) 

図を指し示し

ながら考え方

を数学的に説

明することが

できる。 

 

 

 

 

３ 

３ 三角形の合同 

・合同な図形の性質 

・三角形の合同条件 

課題学習 

星形の５つの角の和が何

度になるかを考え，まと

める活動を通して，根拠

を明確にした証明の進め

方の理解を深める。 

１ 課題学習 

五角形の内部を五角形で

くりぬいてできた図形の

内側の10個の角の和が何

度になるかを考え，まと

める活動を通して，根拠

を明確にした証明の進め

  

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 ◎ （知）合同な図形の性

質，三角形の合同条件

などを明らかにして

いる。 

（ワークシート，行動

観察） 

 

 

 

（考）多角形の内角の

和をもとにして，特殊

な多角形の内角の和

について調べている。 

（ワークシート，行動

観察） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(説明力・自己

有用感) 

図を指し示し

ながら考え方

を数学的に説

明することが

できる。 



 

 

方の理解を深める。 

（本時１/２） 

グループ交流

で，自分の考え

を伝え合い，互

いの考えを認

め合うことが

できる。 

２ 

証

明 

１ 

１  証明とそのしくみ 

・証明の意味と必要性 

・仮定と結論の意味 

・証明のしくみ 

・証明の根拠となること

がら 

   ◎ （知）「証明」するこ

との意義としくみに

ついて理解している。 

（ワークシート，行動

観察） 

 

２ 

２ 合同条件を使った証

明の進め方 

・合同条件を使って簡単

な図形の性質を証明す

ること 

   

 

 

 

 

 

 

◎ 

○ （知）平行線と角の関

係や三角形の合同条

件を根拠にした証明

の進め方や図形の性

質の調べ方について

理解している。 

 

（技）合同条件を使っ

て簡単な図形の性質

を証明している。 

（ワークシート，行動

観察） 

(説明力・自己

有用感) 

図を指し示し

ながら考え方

を数学的に説

明することが

できる。 

 

章

末 

 ・基本のたしかめ 

・章末問題 

  ○ ◎   

 

 

単元の説明力問題 

 レポート形式で次の課題を，本時を参考にしながら記述させる。 

  

 

 

 

 

 

六角形の内部を五角形でくりぬいてできた図形の内側の 11個の角の和の求め方を説明し

なさい。 



 

 

７ 本時の学習 

本時の目標 

三角形や多角形の角の性質を利用して，特殊な多角形の内角の和の求め方を説明す

ることができる。 

 

 

 

 

 めあて 

五角形の内部を五角形でくりぬいてできた図形の角の和の求め方を説明することが

できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本時のめざす生徒の姿 （例） 

・補助線を引いて，三角形を 10個作ります。 

三角形の内角の和は 180°なので，180×10＝1800 

よって，図形の内側の 10個の角の和は 1800°です。 

 

・補助線を引いて，四角形を５個作ります。 

四角形の内角の和は 360°なので，360×５＝1800 

よって，図形の内側の 10個の角の和は 1800°です。 

 

 

 

 

 

 

 

ハイライトとなる交流場面  

 説明ツールを使って，自分の考えを整理し，説明する際には，それを基にして筋道を

立てて説明することができる。 



 

 

８ 本時の展開 

展

開 
学習活動 形態 

○指導上の留意点 

●努力を要する状況と判断される 

児童生徒への手だて 

評価規準 

（評価方法） 

 

 

 

 

見 

通 

し 

を 

も 

つ 

 

 

 

 

自

分 

の 

考

え 

を 

も

つ 

 

 

考 

え 

を 

交 

流 

す 

る 

 

１ 本時のめあてと問題

を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 10 個の角の和は何度

になるかについて，予想

する。 

 

３ 個人で問題を考える。 

【予想される生徒の反応】  

別紙参照 

 

 

 

４ グループで考え方を

交流し，おすすめの方法

を１つ決める。 

 

 

 

 

 

全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体 

 

 

 

個別 

 

 

 

 

 

グル

ープ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○五角形の内部を五角形でくり

ぬいてできた図形を電子黒板

に提示し，内側にできた角度

に注目させた上で，問題を提

示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○生徒個人で考える時間を確保

する。 

○ワークシートとロボットチャ

ートに自分の考えを記入させ

る。 

 

○タブレット上に，説明に必要

なことだけを書かせる。 

○ピア・フィードバックの視点 

 ・補助線の有無 

 ・多角形の内角の和 

 ・多角形の外角の和 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（考）多角形

の内角の和を

もとにして，

特殊な多角形

の内角の和に

ついて調べて

いる。 

（ワークシー

ト，行動観察） 

(説明力・自己

有用感) 

グループ交流

で，自分の考

え を 伝 え 合

い，互いの考

えを認め合う

こ と が で き

る。 

≪問題≫五角形の内部を五角形でくりぬいてできた図形の内側の 10 個の角の和

は何度になるだろうか。いろいろな考え方で答えを求めてみよう。 

 

≪めあて≫五角形の内部を五角形でくりぬいてできた図形の角の和の求め方を

説明することができる。 



 

 

 

 

５ 全体で考え方を交流

する。ロボットチャート

と電子黒板を利用して

解き方を説明する。 

 

全体 

 

○電子黒板で，多様に出された

生徒の考えを分類・整理する。 

 

【分類例】 

・補助線を用いて多角形をつく

り，それぞれの内角の和を利

用して解く。（別紙考え方①～

⑤） 

・内角の五角形を外側に広げ重

ねて考えることで，１つの多

角形と見る。（別紙考え方⑥） 

・補助線を利用しないで，五角

形の内角や外角の和，対頂角

を用いて解く。（別紙考え方⑦

～⑨） 

(説明力・自己

有用感) 

図を指し示し

ながら考え方

を数学的に説

明することが

できる。 

 

振 

り 

返 

る 

 

６ 本時の振り返り（まと

め）を記入する。 

 

 

７ 振り返りの確認をす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別 

 

 

 

ペア 

 

 

○ロボットチャートに，自分と

は異なる解き方の説明を記入

させる。 

 

○ロボットチャートに記入した

解き方の１つを説明させる。 

 

 

 

 

≪振り返り≫(生徒の予想される反応) 

・補助線を引いて，三角形を 10個作ります。 

三角形の内角の和は 180°なので，180×10＝1800 

よって，図形の内側の 10個の角の和は 1800°です。 

 

・補助線を引いて，四角形を５個作ります。 

四角形の内角の和は 360°なので，360×５＝1800 

よって，図形の内側の 10個の角の和は 1800°です。 



 

 

９ 板書計画 

○ 黒板  

 

    ◎多角形の角◎ 

 ＜キーワード＞ 

 ・補助線 

 ・三角形の内角の和は 180° 

 ・四角形の内角の和は 360° 

 ・ｎ角形の内角の和は 180°×（ｎ－２） 

・多角形の外角の和は 360° 

 予想 ９００° 

    １２００° 

    １８００° 

 

 

○ 電子黒板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪めあて≫五角形の内部を五角形で

くりぬいてできた図形の角の和の求

め方を説明することができる。 

 

 １班        ２班        ３班        ４班 

 

 

 

 

５班        ６班        ７班        ８班 

 

 





 

















 

















 

















 

















 

















 

















 

















 
















